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【はじめに】皮膚筋炎患者において、31P－
MRスペクトロスコピー（MRS）を用い、骨格筋細
胞レベルでのエネルギー代謝の改善について
検討した。　【方法】平成2年6月皮膚筋炎と診
断され、入院加療したが、再燃し平成4年2月
置入院した19才の女性を対象とした。MRSは、
筋原酵素が高値であった再入院第2週と治療に
より低下した第12週に、右前腕手指屈筋群に
最大随意収縮力の30％の等張性運動を4秒に1
回の頻度で5分間継続負荷し測定した。　【結果】
有酸素的代謝能力の指標である無機リン酸（Pi）
とクレアチンリン酸（PCr）の比（Pi／PCr）は、症例
の1回目では、健常者の軽度の上昇に対してそ
の程度が大きかった。2回目の測定では、その
上昇は抑制され、運動後のより速い回復が認
められた。pHについては、健常者ではほとん
ど低下が認められなかったが、症例1回目の測
定では運動に伴い強い低下を示し、運動後の
回復の遅延が認められた。治療後は、運動中
のpHの低下は1回目より軽度で、運動後の回復
も速くなっていた。【考察】比較的低強度の
運動では、エネルギーは主に無酸素的に供給
されるが、その機能が低下すると無酸素的代
謝が補足的に働き、PCrの減少及びPiの増加が
顕著となり、Pi／PCrがより上昇する。治療後、
Pi／PCrの上昇が1回目に比較し緩やかになって
いたことは有酸素的代謝能の改善を示唆する。
pHの低下は、無酸素的解糖系の産物である乳
酸に由来するといわれているが、治療後は、1
回目よりpHの低下が軽度であり、この点から
も無酸素的解糖系に依存する割合が低下し、
有酸素的能力が改善されたことが分かる。
【結論】皮膚筋炎患者の骨格筋レベルにおけ
るエネルギー代謝の状態は、筋生検で得られ
た組織を生化学的に分析する方法以外では知
り得無かったが、MRSを用いることにより、
代謝面からの治療効果を非侵襲的に判定する
ことが可能となった。
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シクロオキシゲナーゼ及びりポキシゲナーゼ代謝
物に代表されるヒドロキシ又はヒドロペルオキシ
不飽和脂肪酸（HPUFA　or　HPPUFA））を高感度に同
時分別分析する方法は、これまで報告されていな
い。我々は、これらをアセチル誘導体にした後、
高速液体クロマトグラフィー／サーモスプレイ／
マススペクトル（LC－TSP－MS）分析する方法を新た
に開発し、これらの高感度同時分別分析を達成し
たので、ここに報告する。試料はピリジン下、無
水酢酸によりアセチル化し、Sep－Pak　C、8で部分
精製後、LC－TSP－MS分析した。　HPUFAでは、［M＋H
－n（60）］＋，HPPUFAでは、［M＋H－n（60）］＋と［M＋H－n（6
0）一n（H，O）1＋がベースイオンとなり、これを対象
に、60％AN（ギ酸NH　4）展開、　S　I　M分析することによ
り、30分以内に、ca．　O．　2　pmo　1以上の誘導下前物
質が定量分析できる。実例として、22：6（n－3）を
添加したラット脳ホモジネートのインキュベーシ
ョン抽出物から、5（S）一HETE，9（S）一HETE，15（S）一
HETE，　17－HPDHE，　16－HDHE，　17－HDHE，　14－HDHE，
17－HDPE，　epoxy－hydroxy－DHE，　14，17－DiHDPE，
14，17－DiHDHEが検出された。
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